親愛なる A 君！ 

君の 一 代の 盛典 を 祝す るた めに、 僕 は 今、 僕の 心 か 

ら なる 記念品と して、 「恋愛 曲線」 なる もの を 送ろうと 

して 居る。 かような 贈り物 は、 結婚の 際 は 勿論の こと、 

その他 は 如何なる 場合に 於ても、 日本 は 愚か、 支那で 

いな かいびゃく いま かつ なんぴと 

も、 西洋で も、 否、 世界 開闢 以来、 未だ 曾て 何人に よ つ 

て も 試みられなかった であろうと、 僕 は大に 得意 を 

感ぜざる を 得ない。 貧乏な 一 介の 医学者た る 僕が、 た 

とい 己れ の 全 財産 を 傾けて 買った 品で あっても、 百万 

長者の 長男た る 君に は、 決して 満足 を 与え 得ない だろ 

うと 信じた 僕 は、 熟考に 熟考 を 重ねた 結果、 この 恋愛 



雨の 日の 前に 古い 肋 膜 炎の 跡が 痛み 出す ように、 心の 

うず 

古傷 も 疼き 出す ことがあ つたが、 何事 も 過去の こと、 

諦めて、 研究に 邁進し、 やっと 近頃 悲しい 記憶 を 下 積 

にす る ことが 出来、 君た ちの 結婚の 日 取まで うっかり 

忘れる ところで あつたが、 先日 はからずも、 ある 人 か 

ら、 君が.. 愈よ 明日 結婚 するとい う 手紙 を 貰い、 それが 

いきおい うか 

ため、 下積みに された 記憶が、 非常な 勢 で 浮み 上り、 

遂に 今回の 贈り物 を 計画す るに 至った ので ある。 

君 は 実業家で あるから、 科学者なる ものが どんな 生 

活を 営み、 どんな こと を 考え、 どんな 研究 を 行って 居 

るかと いう こと を 恐らく は 知るまい と ES う。 外見 上で 



で、 この 題目 を 選んだ 訳で は 決して 無い。 それほどの 

茶 気 は 僕に は 無 いの だ。 破れた 心臓の 修理 を 行うた め 

に、 先ず 心臓の 研究に 取り か、 つたと 言えば 頗 る 小 

説 的で あるが、 僕 はた V、 学生時代から 心臓の 機能に 

非常に 興味 を 持って 居た から、 好きな 題目 を 選んだ の 

に過ぎない。 ところが この 偶然 選んだ 研究題目が はか 

らずも 役に立って、 君の 一生に 最も 目出度 かるべき 儀 

式に、 恋愛 曲線 を 贈り 得る に 至った ので ある。 

恋愛 曲線！ これから 愈 よ 恋愛 曲線の 説明に 移ろ 

うと 思う が、 その 前に 一 言、 心臓が 普通 どんな 方法で 

研究され て 居る か を 述べて 置かねば ならない。 心臓の 



れて も、 何 喰わぬ 顔して 動き 続けて 居る。 君！ 全く 

くせもの 

心臓 は 曲 物 だよ。 「ハ— トは ままに されない」 と 誰か > 

言った が、 全く その 通り だ。 愈よ 心臓が あらわれ ると、 

今度 は それ を 切り取る の だが、 その ま、 メス を あて、 

は 出血の ために 手術が 出来なくなる から、 大静脈、 大 

動脈、 肺 静脈、 肺 動脈 等の 大 血管 を 悉 く 糸 を もって 

しばり、 然る 後に メス を 以て それ 等の 大 血管 を 切り離 

すの だ。 

切り出した 心臓 は、 すぐさま、 一 旦 摂氏 三十 七 度 内 

外に 温めた ロック 氏 液 を 盛った 皿の 中に 入れる の だ。 

栗の 実 ほどの 大きさ をした 兎の 心臓 は、 さすがに ぐつ 



たりして 一 時 搏動 を 中止す る。 そこで、 手早く、 肺 動 

脈と 肺 静脈の 切り口 をし ばり、 大動脈と 大静脈の 切り 

口に ガラス 管 を 結びつけ、 更に 取り出して 特別に 設け 

られた 一 尺 立方 ほどの 箱の 中の、 適当な 場所に ガラス 

管 を 結びつけ、 摂氏 三十 七 度に 温めた ロック 氏 液 を 通 

ずると、 心臓 はみ ごとに 搏ち 出す の だ。 この ロック 氏 

液と いうの は 一 プロ セントの 塩化 ナトリウム、 〇 ニー 

プロ セントの 塩化 カルシウム、 〇 ニー プロ セントの 塩 

化 カリウム、 〇• 一 プロ セントの 重 炭酸 ナトリウムの 

水溶液であって、 ほ y 血液 中の 塩類 成分の 量に 一 致し 

て 居る から、 心臓 は 血液 を 送り こまれて 居る と 同じ 状 



臓 は 恰 も 自分の 自由意志 を もつ て 動いて 居る かの よ 

うに 思われる。 ある 時 は その 心臓に 小さな 目鼻が 出来 

て、 母体から 切り離され たこと を 恨んで 居る かの よう 

に 見え、 ある 時 は 又 浮世の 空気に 触れた こと を 喜ぶ か 

のように 見え、 更に ある 時 は、 心臓 だけ を 切り出して 

生 物 本来 の 心臓 機能 を 研究し よ う とする 科学者 の 愚 を 

笑って居 るかの ように も 見える、 然し、 これ はた だ 僕 

の 幻覚に 過ぎぬ のであって、 元来 心臓 は 体内に あって 

も 体外に 切り出されても、 その 全力 を尽 して 働く もの 

で ひ 11 or nothing (皆 か 然らずんば 無) の 法則が 厳然と 

して 行われつ、 あるの だ。 即ち 心臓 は、 一旦 働ら こう 



思う。 実際、 君 は 知って 居る かどう か は 知らぬ が、 心 

臓 は、 動く 度 毎に 電気 を 発生す る もので、 その 電気 を 

研究す るた めに、 電気 心 働 計なる ものが 考案され て 居 

る。 そうして ， J の 電気 心 働 計 こそ は 僕の 所謂 恋愛 曲線 

の 製造元な の だ。 

だが、 電気 心 働 計の 説明に うつる 前に、 以上の 如く 

切り出した 心臓の 運動 を、 如何にして 分析し 研究す る 

かとい うこと を 語って 置かねば ならない。 た > 肉眼で 

観察した y けで は、 精確な 比較 研究 をす る ことが 出来 

ぬから、 どうしても その 運動 を 適当に 記録し なければ 

ならない。 その 運動 を 記録した ものが 即ち 「曲線」 な 



ンを 流した 時の 曲線に 類似し、 快楽の 時の 曲線 は モル 

ヒネを 流した 時の 曲線に 類似して 居た が、 それ はた y 

類似して 居る というに 過ぎない のであって、 微細な 点 

に 至って は、 それん \ 特殊な 差異が 認められ るので 

あった。 そうして、 後に、 僕 は 練習に よって、 どれが 

恐怖の 曲線 か、 どれが 愉快の 曲線 か、 どれが アド レナ 

リンの 曲線 か、 どれが モルヒネの 曲線 かとい うこと を、 

曲線 を 見た y けで 区別す る ことが 出来る ようになった。 

なお 又、 この 曲線 は 兎の 心臓 を 用いても、 犬の 心臓 を 

用いても、 又 新たに 羊の 心臓 を 用いても、 同じような 

変化 を 来す ものである こと を 経験した ので ある。 



伝播した。 然し、 薄い 脂肪の 層、 いやに 紅い 筋肉 層、 

きょうかく しん のう 

肋骨と、 順次に 切り 進んで 胸 廓 を 開き、 心囊を 破って 

心臓 を 出した 時分に は、 僕 はや はりいつ もの 冷静に 立 

ち 帰って 居た。 もとより 彼女の 心臓に ひ y は 入って 居 

なかった けれども、 心臓 は 著しく 痩せて 居た。 これ 迄、 

動物の 生きた 心臓の み を 目撃して 来た 僕に と つ て は、 

はじめ、 心臓ら しい 気 さえ 起らなかった。 死後 十五 時 

間 を 経て 居た が、 異様に ひやりとしたので、 僕 は 切り 

出した 心臓 を 手に つかんだ ま、 暫ら くぼん やりした。 

はっと 我に 返って、 暖かい ロック 氏 液の 中へ 入れて よ 

く 洗い、 次で 箱の 中へ 装置して、 ロック 氏 液 を 流す と、 



はじめ 心臓 は 宛 も 眠つ て 居る かの ようで あつたが、 

暫くして ぱくり/^ と 動き 出し、 間もなく、 威勢よ く 

搏ち 出した。 予期した ことで は あるが、 僕に は その 女 

が 蘇生した ように 思われ、 何ともい えぬ 荘厳な 感に打 

たれて、 僕 はいつ の 間に か 実験と いう こと を 忘れて、 

その 微妙な 運動 を 見つめた。 そうして、 その 心臓の 持 

主につ いて 考えた。 失恋！ 何とい う 悲しい 運命で あ 

ろう。 僕 は その 時、 人 ごとなら ず 思った よ。 僕 も 同じ 

く 失恋の 苦しみ を 味う 人間で はな い か。 嘗て - 」 の 持主 

の 生きて 居た 時分 この 心臓 はいかに はげしく、 又、 い 

かに 悲しく 搏 つたこと であろう。 その 古い、 苦しい 記 



析 研究して 見たところ、 悲哀と も、 苦痛と も、 憤怒と 

も、 恐怖と も、 どれに も 類し ない。 又、 どれに も 類し 

て 居る ような 性質 を 持 つ て 居た。 

さて、 失恋 曲線 を 作った 僕 は、 失恋の 反対の 情緒た 

る 恋愛 曲線 を 得たい もの だと 思う に 至った。 蓋し、 飽 

くこと を 知らぬ 科学者の 欲望で ある。 然し、 嘗て は 恋 

愛 を 感じても、 今 は 失恋 をし か 感じない 僕が、 どうし 

て 恋愛 曲線 を 作る T J と が 出来よう。 これ は 及び もっか 

ぬ ことで ある。 こう 考えて 諦めよう とすれば する 程、 

愈よ 作って 見たくて 仕様がなく なった。 そうして、 

後に はこれ がー 種の 強迫観念 になって しまった。 と 



江さん とが、 愈 t よ 結婚 するとい う 通知 を 受取った の 

あ こ i" ぐ、 

である。 すると、 恰も 焼け 杭に 火の ついた ように、 失 

恋の 悲しみ は、 僕の 体内で 猛然と して 燃え 出した。 い 

わば、 僕 は 失恋の 絶頂に 達した ので ある。 と、 その 時、 

僕 はこの 絶頂に 達した 失恋 を そのまま 応用して、 恋愛 

曲線 を 書く ことが 出来る という 信念 を 得た ので ある。 

君 は 数学で、 マイナスと マイナスと を 乗ずる とプラ 

ス になる という こと を 習った であろう。 僕 はこの 原理 

を 応用して、 失恋 を 恋愛に 変えようと 思った の だ。 即 

ち、 失恋の 絶頂に 達した 僕の 血液 を、 失恋の 絶頂に 達 

した 女の 心臓に 通過せ しめたならば、 その 時に 描いた 



き、 若し や 彼女が、 眼 を覚し はしない かと 思った が、 

心臓 を 切り出され るまで、 彼女 は 安らかな眠り を 続け 

て 居た。 いま もま だ 軽く 息をして 居る ので はない かと 

思われる 程 だ。 電燈の 光に 照され た 彼女の 死の 姿 は、 

た、 V く 美しい というより 外 はない。 

心臓 は 今、 さも/^ 快げ に 動いて 居る。 早く 僕の 血 

を 通して くれと いわんばかりに 動いて 居る。 さあ、 

愈よ これから、 僕の 血液 を 採る 順序で あるが、 恋愛 曲 

線 を 完成 させた いのと 彼女の 悲壮な 希望 を 満足させる 

いま かつ 

ために、 僕 も、 未だ 嘗て 試みなかった 血液 流通 法 を 試 

みょうと 思う の だ。 今まで は 注射針 を 以て 左の 腕の 静 



身の 血液 を 注ぎ 尽 すつ もり だから。 血液が 出尽した と 

き、 僕が たおれる と、 ァ— ク燈 や、 写真 装置 や、 室内 

電燈 スィッチが 皆 悉 く 切れる ようにして あるから、 

間もなく 一 一人の 死体 は 闇に 包まれる であろう。 

まな. t* さき 

ペン を 持つ 手が 甚だしく 顫える。 眼の 前が 暗くな 

ふる 

リ かけた。 で、 僕 は、 最後の 勇 を 揮って、 君に 最後の 

一 言を呈 する。 実は この 手紙 を 書く 前に、 教室 主任と 

同僚に あて ゝ 手紙 を 書いた から、 これが 僕の 最後の 遺 

書と なる 訳 だ。 恋愛 曲線 は、 明朝 同僚の 手で 現像され 

て、 君の 許に 送られる から、 永久に 保存して くれた ま 



ようとして いる 

(〈新 青年〉 大正 十五 年 一 月 号 発表) 
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